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透水性舗装の現状把握及び
それの各種都市環境への影響評価手法の確立

国土交通省近畿地方整備局
：道路部
近畿技術事務所
京都国道事務所
大阪国道事務所

（社）日本道路建設業協会関西支部
NTTインフラネット（株）
総合計測（株）
京都大学大学院工学研究科
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４定点／工区
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かさ密度 ２定点・４層／工区

２定点・４層／工区
（標準工区は除く）

舗装試験法
便覧

４定点／工区
ベンケルマ
ンビーム

国道24号線での試験施工のデータ
による長期安定性の評価
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国道24号線での透水性舗装
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理論密度(kN/m3) 24.545 24.594 24.800 24.417 24.721 24.898



3

調査測定箇所
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ひび割れ率
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工区と平坦性の増分の関係
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工区とFWDたわみ量の関係
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工区とベンケルマンビ－ムによる
たわみ量の関係
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累計大型車交通量と現場透水量の関係
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騒音レベルの1/3オクタ－ブ周波数分布
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累積大型車交通量と層別空隙率の関係
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累積大型車交通量と透水係数の関係
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下層路盤別のFWDたわみ量の経年変化
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各工区のMCIの経年変化
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その他，本研究プロジェクトにおいて
次の研究を行い，その成果を報告する

• 車道として供用中の透水性舗装工区を用いた各種
特性の計測結果

： 車道としての耐久性，環境改善効果

・車道として供用中の透水性舗装を模擬したモデルを
用いた各種特性の計測結果

： クールペイブメント（熱環境改善）効果，
水環境（地下水涵養，治水対策）改善効果


